
A ―87　 加熱牛乳のカ ードテンションおよび

その塩類の挙動について

宮崎大教育　 秋山　露子

猪上喜美子

宮崎大農　○藤野　博史

大橋登美男

1. 従来牛 乳タンパク質の消化性 を改善するために，

牛 乳の各種 処理を行ないソフトカードミルクの調製がな

されてきた。一方，牛 乳のカードテンションは乳牛によ

って著し い差異があるこ とも知られている。今回，ソフ

ト カード ミル ク(カードテンション値 が30g  以 下 の も

の)を分泌する乳牛 を選定 する機 会 を 得 たので，加 熱が

ソフトカ ードミル クのカードテンションにおよぼす影響

につい て調査ナ るとともに， カード テンションと関連が

あることが知 られてい る塩類， 特にリンおよび カル シウ

ムの挙 動につい ても検討 を加えた。

2.　 ホル スタイ ン種混合乳 を脱 脂 乳 に 調製後，加熱

(ys °Qis 分)し,  3, 24 および48 時 間そ れぞ れ低 温貯

蔵(4 °C)を行 なっ た供試 乳につい てわれわれが考案し た

ADSA( 米国酪農科 学会)改 良法にし たがってカード テン

シ ョンを測定 するとともに，平衡透析 法でリンおよびカ

ル シウムの挙 動を調査し た。 なお, リンおよびカル シウ

ムの定量 はそれぞ れFiske-Subbarow 法 およびEDTA

滴定 法にし たがっ た。

3.　その結果，加熱に よって牛乳 のカード テンショ ン

は著し く低 下し， また低 温貯蔵 中カードテンションのわ

ず かな低下 がみられた。こ のようなカード テンションの

変化 と関連し て，透析性 リンお よびカルシ ウム量に わず

かな変化を認めた。


